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今月のテーマはこちら

成長期の膝痛について
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①

① 大腿骨
② 脛骨
③ 膝蓋骨（お皿）
④ 大腿四頭筋
⑤ 腱
⑥ 付着部
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④

　10～15歳くらいの成長期に多く見られる膝の
お皿の下あたりの痛みは、運動でジャンプや屈
伸を繰り返すことで起こる「膝周辺への過負荷・
使い過ぎ」による、成長期特有の痛みかもしれ
ません。

　オスグッド・シュラッター病・症候群（単にオス
グッド病とも）と呼ばれるこの症状は、膝のお皿
の下から脛の骨に伸びる腱が、飛んだり、跳ね
たり、ボールを蹴ったりして繰り返し引っ張られ
ることにより腱の先端の成長軟骨部が骨から剥
がされることにより起こります。
　膝の曲げ伸ばしは複数からなる太もも前部
（大腿四頭筋）と後部の筋肉がそれぞれ収縮す
ることによって行われ、それらの筋肉の下部は
膝関節を越えた脛の骨やその手前/上部の膝の
お皿（膝蓋骨）に付着しています。成長期は急激
に軟骨が骨へと成長する時期であるため、膝に
負荷をかけすぎると発症します。また、太ももの
前の筋肉が硬い場合は膝下の骨を筋肉がグイ
グイと引っ張り、その引っ張りに耐えられなくな
った成長軟骨部が剥がれることでオスグッド病
を誘発させます。（右図参照）

　スポーツを始めると痛みがでる、膝のお皿の下
を押すと痛みがある、膝の下の骨が飛び出してき
た等の症状に加え、レントゲン検査でオスグッド病
が確定します。（右写真：症例１・症例２）

　オスグッド病は成長期の一過性の疾病です。
一時的にスポーツを控え安静を保つことで改善
されます。また大腿四頭筋を伸ばすストレッチ
で筋肉に柔軟性を与えることも効果的です。
　痛みがなければスポーツに復帰しても構いま
せんが、スポーツ前後にストレッチングやマッ
サージを行う、膝下に装着するベルトやサポー
ターなどで患部を固定した上でスポーツを再開

されることも選択の一つです。しかしベルトやサ
ポーターの使用は、あくまで症状の緩和なので
それらを使用しても症状が再発するようならば
スポーツはしばらくお休みです。悪化した状態
で放置したり骨の成長の個人差などにより成人
後にも症状が出てくる場合もあります。
　膝下の痛みは早めの適切な対応（運動の一
時中止や医療機関での受診）をお勧めします。
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